
 

別紙様式１ 
 

令和５年度広南中学校区研究推進計画 

 

校番（ ２ ）（呉市立広南小）学校 

校長名 山田 幸治        

 
１ 学校教育目標 
 
「誇りを持って故里を語り，受け継ぎ，発展を担う志と力を育てる教育の創造」 

 

２ 目指す児童生徒像 

○ 夢を持ち，夢を語り，志を抱き，その実現に向けて挑戦する児童生徒 

○ 時を守り，場を清め，礼を正し，学びを求める児童生徒 

○ 自ら課題を見付け，その解決に向けて，常に努力し続ける児童生徒 

 

３ 育成を目指す資質・能力（具体の姿） 

設
定
し
た 

資
質
・
能
力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

知識・技能 情報収集・判断 

思考・表現 

協力・協働 感謝・貢献 

責任・使命 挑戦・探究 

後
期 

課題解決に必要な知識や技能を

習得し，活用することができる。 

学習してきた情報を構造化した

り抽象化したりすることで，解決

策を生み出すことができる。 

自分の考えを，状況に応じて適切

に表現したり，伝え合ったりする

ことができる。 

他の人と協力し，それぞれの意見

を分析しながら，より良いものを

導き出すことができる。 

感謝の心を持って，自分なりに社

会へ貢献しようとすることがで

きる。 

自分の役割や使命を考え，するべ

きことを行うことができる。 

疑問やできないことを大切にし，

自ら課題を進んで見いだし，探究

的に粘り強く学び続けることが

できる。 

中
期 

課題解決に必要な知識・技能を習

得し，活用することができる。 

学習したことを多面的・多角的に

見ることで，根拠を明確にして解

決策を考えることができる。 

自分の考えを，目的や相手によっ

て，効果的に表現したり，伝え合

ったりすることができる。 

他の人と協力し，いろいろな意見

やそれぞれの力をさらに発展さ

せることができる。 

感謝の心を持って，自分なりに地

域へ貢献しようとすることがで

きる。 

自分の役割や使命を考え，するべ

きことを行うことができる。 

疑問やできないことを大切にし，

自分たちで問いを立てて，粘り強

く解決していこうとすることが

できる。  

前
期 

課題解決に向けて必要な知識・技

能を習得し，活用することができ

る。 

学習したことの中から，比較した

り分類したりしながら，解決策を

選び出すことができる。 

自分の考えを分かりやすく表現

したり，伝え合ったりすることが

できる。 

他の人と協力し，いろいろな意見

やそれぞれの力を生かすことが

できる。 

感謝の心を持って，自分なりに家

族や地域へ貢献しようとするこ

とができる。 

自分の役割や使命を考え，するべ

きことを行うことができる。 

課題解決に向けて，興味をもっ

て，自分から粘り強く取り組むこ

とができる。 



 

 

４ 研究主題等 

(1) 研究主題 

Society5.0を生きる資質・能力の育成   

～主体的に考え，議論し，自己の生き方を考える道徳科の授業づくりを通して～ 

 

(2) 設定理由（校区の児童生徒の課題分析等） 

昨年度，広南中学校区では，授業の改善（言葉磨き・ＩＣＴの活用）及び評価の改善をしてい

くための研究を進めてきた。 

①研究実践の調査結果 

教師アンケートで，『三角ロジックを使い，「自分の考えを理由を明らかにしてわかりやす

く伝える授業の実践した』が８２％，『授業でＩＣＴの活用の実践を行った』が８２％，『授

業の振り返りの工夫を行った』が７２％となった。 

研究授業参観者の評価結果を見るとア「言葉磨き」の調査項目「三角ロジックを活用し，事

実に基づいて理由づけをし，自分の考えを主張できる生徒の言語能力の育成につながる的確な

指導ができていたか」イ「ＩＣＴ活用」の調査項目「ＩＣＴ等を活用して授業改善を行ってい

るか」，ウ「評価の改善」の調査項目「内容のまとまりごとに，振り返りシート等を活用しな

がら，生徒の主体的に学習に取り組む態度を育てることができたか」「授業の中で，前時の振

り返りや，予習課題や復習課題を生かした指導ができていたか」のそれぞれについて，すべて

の項目が 100％の肯定的評価であった。 
生徒の様子を見ると，ＩＣＴの環境整備により，タブレットを巧みに扱い，視覚的に見る
ことで理解できる授業も増え，思考を働かせる場面は充実してきた。言葉磨きの項目につ
いても，児童生徒アンケート結果から中学校では「授業では，自分の考えとその理由を明
らかにして，相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。」の項目における
肯定的評価が72％→93％となり，昨年度に比べ大きく数値が上がった。小学校では肯定的
評価が84.9％→80.5％と数値は下がり，教師の見取りでも，自分の考えを順序立てて説明
したり，学び合いにつながる発言をしたりすることには課題が見られると考える結果とな
った。 

 
②考察 
中学校では生徒のアンケート結果から，「主体的に学び，思考を促す活動ができ，それ

を生かした発表ができている」と考えられる。その理由として昨年度から教師がＩＣＴを
積極的に活用し，ＩＣＴを１つのツールとして使うことができるようになり,効果的な活用
力が高まってきたこと，ＩＣＴの活用がスムーズになり，授業の時間的な配分もできるよ
うになり，生徒の発表場面の確保もできるようになって良い循環になっていることがあげ
られる。 
評価の工夫についても生徒の学びにつながるように振り返り等が改善されつつあるが，

改善半ばという所は否めない。 
昨年度はＩＣＴをツールとして使いこなすことを課題としてあげたが，今年度はそのこ

とは続けていく前提として，振り返り（評価）の工夫についても充実させ，学力向上につ
なげていきたいと考える。 

 
③今年度の取組                                 

       引き続き，授業の改善（言葉磨き・ＩＣＴの活用），評価の改善に取り組んでいく。研 
究主題を「『資質・能力の育成』～授業改善と評価改善を通して２～」とする。研究体制
として「『指導力』向上部会」と「『学びがい』向上部会」の二部会構成でさらに研究を
推進する。 
「『指導力』向上部会」では，「蟻の目」で本時の授業で生徒が深く思考し，自分の考え
の理由を明らかにしてわかりやすく伝える能力を習得するために，教師が，三角ロジック
やＩＣＴの活用について，また「主体的に学習の取り組む態度を見取る振り返り」につい
て研究し，授業改善や評価の工夫を進めていく。 
「『学びがい』向上部会」では，「鷹の目」で単元全体を見通し，挑戦問題の開発（つな 
ぐ，磨く），内容のまとまりごとの評価，「個人内評価」の工夫（Sルーブリック）につい 
て研究をしていく。 
また，小中をつなぐ課題発見・解決学習の単元開発として，今年度は「特別の教科 道

徳」においても，児童生徒自身が自己の成長やものの考え方の深まりを実感できるような
カリキュラムを作成し，実践していく。 

 



 

 (3) 研究仮説 
取組内容を職員全員が理解し，学園研修会を効果的に実施することで，課題を共有し 

ながら解決に導くことが授業改善や評価改善につながる。この流れが生徒の資質・能力の
向上及び学力向上につながる。 

 
５ 研究内容 

(1)「指導力」向上部会の取組 
小中９年間を見通した児童生徒の指導体制の確立 
（児童生徒の主体性（学びに向かう力・人間性）を育てる指導の工夫） 

 
〔児童生徒の主体性（学びに向かう力・人間性）を育てる指導の工夫 

【指導技術・評価の改善】〕 
言葉磨きとＩＣＴの活用力の向上，振り返りの充実 
 
○授業改善 
・「思考を促し深める」発問・指示の工夫 
・「自分の考えの理由を明らかにして分かりやすく伝える」発表の工夫 

～三角ロジックの活用~ 
・めあての達成に向けたＩＣＴの効果的な活用     
・主体的に考え，議論し，自己の生き方を考える道徳科の授業づくり 
 
○評価の工夫 
・「主体的に学習に取り組む態度」を見取る振り返り 

 
〔相手を大切にする礼節の校風づくり〕 
○生徒会活動  ○生活ルーブリック ○５つの合言葉・３つの約束  
○いじめ撲滅プロジェクト 

 
〔先輩後輩・地域との絆つくり〕○絆 PROJECT（異年齢交流） ○学園朝会  
○広南芸術鑑賞会 ○広南学園運動会 ○広南劇場・広南寄席 ○せとうち海援隊活動   
○地域行事への参画  ・小坪神楽・祭り・広子ども祭り・ふれあいサロン・敬老会 

 
〔健康・運動・生活つくり〕  ○部活動 ○食育の充実 ○読書活動 
 
(2)「学びがい」向上部会での取組 

小中９年間を見通したカリキュラムマネジメント 
（学習内容の学びがい（学ぶ価値・学びの質）を深める工夫） 

 
〔課題発見・解決学習の単元開発と内容のまとまりごとの評価〕 
Society5.0を見据えたカリキュラムデザイン 
○挑戦問題の開発（つなぐ，磨く） 
○内容のまとまりごとの評価の工夫 
・「主体的に学習に取り組む態度」を見取る振り返り 
○「個人内評価」の工夫（Sルーブリック） 
・キャリアノートの活用（各学年末，小中の節目） 
○貫きカリキュラム 
・開発した「ＩＣＴ 貫きカリキュラム」の実践・改善 

 
〔資質・能力ルーブリックの活用〕 
○Sルーブリックで資質・能力の価値の共有（主に総合的な学習の時間や学校行事） 

 
〔活躍・挑戦の場つくり〕 
○授業での活躍の場  ・予習課題・復習課題の活用（家庭学習の活用）・ミニ発表会   

・班発表 ・ミニ先生 ・教えあい      
○校外への挑戦の場  ・トリプル３（漢検・数検・英検）・各種学力調査 
           ・二刀流（漢検・くれチャレンジマッチスタジアム） 

・科学研究，発明工夫 ・各種応募作品  
・部活動の大会  
・総合文化行事，英語暗唱，ロボコン，話し方大会，合唱コン 

 
 
 
 



 

６ 検証について 
検証の視点 方法 検証の指標 現状値 達成目標 

① 学びを深めるためのＩＣ
Ｔの効果的な活用ができ
たか 

授業評価票 
研究授業におけ
る相互評価値の
平均（4段階評価） 

３．３ ３．４ 

② 授業を改善し，生徒の資
質・能力を高めることが
できたか 

 
全国学力調査 
 

広島県平均との
差 

小学校 
国＋13.4 
算＋15.8 
中学校 
国＋３．０ 
数－１．４ 

小学校 
国＋２．０ 
算＋５．０ 
中学校 
国＋３．０ 
数＋３．０ 

授業評価票 
 

研究授業におけ
る相互評価値の
平均 
（4段階評価） 

 ３．３ ３．４ 

③ 児童・生徒が自分の考え
を積極的に表現できるよ
うになったか 

 
教師アンケート 
 

教職員の肯定的
評価値の平均 
（4段階評価） 

 ３．１ ３．３ 

児童・生徒アン
ケート 

児童生徒アンケ
ート 

３．２ ３．３ 

④ 将来の夢や目標をもって

いる 

児童・生徒アン
ケート 

児童生徒アンケ
ート 

８７％ ９０％ 

 

７ 推進体制等 

 (1) 推進組織 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 一部教科担任制実施計画 
ア 乗り入れ授業等（中→小，小→中） 
 （中→小） 
  国語科  ･･･第５学年   年間２０時間程度 

算数科  ･･･第５学年   年間２０時間程度 
社会科  ･･･第６学年   年間２０時間程度 
音楽科  ･･･第５､６学年  年間２０時間程度 
体育科  ･･･第６学年   年間２０時間程度 
外国語科 ･･･第５学年   年間２０時間程度 
クラブ  ･･･第４～６学年 年間２０時間程度 

 （小→中）  
   道徳科  ･･･第７～９学年 年間３５時間程度 
 
 

 

【「指導力」向上部会】 

校長(中)，教頭(小) 

小中一貫 CO・研究主任(中)，研究主任(小) 

生徒指導主事（小中）+教職員 

【「学びがい」向上部会】 

校長(小)，教頭(中) 

教務主任(中)，教務主任・小中一貫 CO (小) 

保健主事（小中）+教職員 

 

【 広南学園企画会議 】 

校長，教頭，小中一貫教育推進コーディネーター， 

教務主任，研究主任，生徒指導主事，保健主事，道徳教育推進リーダー 

広 南 中 学 校 区 管 理 職 ミ ー テ ィ ン グ 

 



 

イ 小学校教科担任制等 
     第４～６学年 理科 
     第２～６学年 音楽 

第５～６学年 家庭 
第１～６学年 道徳（TT） 

      小学校デジタルクラブ（TT） 

８ 推進計画 

月 日 内  容 

 ４月 ３日 広南学園企画会議 事前打合せ（今年度の取組） 

 ４月 ４日 広南学園研修会（本年度の取組・組織・計画について） 

 ４月２７日 広南学園企画会議（５・６月の予定等） 

 ５月１７日 広南学園研修会（運動会予行の反省） 

 ５月２０日 第１２回広南学園運動会 

 ５月３１日 広南学園研修会 授業参観（７年生） 

 ６月２６日 広南学園企画会議（７月の予定等） 

 ７月２５日 広南学園企画会議（８月の予定等） 

 ８月 ４日 

広南学園研修会 （防災教育の交流，キャリア，ＩＣＴ，学習評価， 

アンケート分析→改善計画） 

カンファレンス（貫きカリキュラムづくり，指導の工夫） 

  ８月２１日 広南学園企画会議（９月の予定等） 

  ９月２５日 広南学園企画会議（１０月の予定等） 

１０月 ２日 広南学園研修会 研究授業   指導主事招聘希望 

１０月２０日 広南学園研修会 カンファレンス（貫きカリキュラムづくり，指導の工夫） 

１０月３０日 広南学園企画会議（１１月の予定等） 

１１月２４日 広南学園研修会 研究授業  指導主事招聘希望 

１１月２７日 広南学園企画会議（１２月の予定等） 

 １月 ５日 広南学園企画会議（１・２月の予定，まとめに向けて等） 

  ２月 ２日 広南学園研修会 （本年度のまとめ，資料持ち寄り） 

 ２月１９日 広南学園企画会議（本年度のまとめ） 

 ３月１３日 広南学園研修会 （来年度に向けて，各部会の報告） 

 ３月１３日 広南学園企画会議（来年度に向けて） 

９ その他 

・令和５年度 広南学園 学園朝会 計画 

月 日 内 容 

４月１４日 
職員紹介     児童委員会・生徒会執行部紹介 
礼節，集団訓練  広南学園運動会 結団式 

５月 ９日  
運動会に向けて全体練習（中学校グラウンド） 

気をつけの姿勢と深い礼  運動会のテーマとスローガン 

６月 ６日 第１回いじめ撲滅キャンペーンの取り組みについて 

１０月１１日 いじめ撲滅標語の表彰式 

１１月 ７日  
五色百人一首集会（古典の日の取組として） 
「古典に親しもう」 

１２月 ５日 広南学園遊び  縦割り遊び 

２月 ６日 ９年生を送る会 

 
・小中一貫だより（年１回発行予定） 
 
※ 研究構想図，カリキュラムマップを添付する。 


